
【第３章】 

第３章 本市の目指すべき姿と基本的な視点 

 

(1) 目指すべき姿 

未来を創る子ども・青少年の一人ひとりが、自分の良さや可能性を発揮し、 

豊かで幸せな生き方を切り拓
ひら

く力、共に温かい社会をつくり出していく力を 

育むことができるまち「よこはま」 

 

◆ 子ども・青少年は、未来を創る力である  
子ども・青少年は、家族にとっても、社会にとっても、様々な可能性を持ったかけがえの

ない存在であり、未来を創る力です。彼らは、やがて成長し、社会を担い、その次の世代を
育む側へと移り、更に次の世代につながっていく…こうした連綿と続く営みにより未来は創
られます。 

その意味で、子ども・青少年の育ち・成長と子育てを支えることは、一人ひとりの子ども・青少年や家
族の幸せにつながるだけでなく、次世代を育み、横浜の未来を創ることにほかなりません。 
明るい未来が到来することを期して、私たちは、子ども・青少年の一人ひとりが大事にされ、健やかな

育ちを等しく保障される社会、すなわち「子どもの最善の利益」が実現される社会を目指します。 
 
◆ 子ども・青少年の持つ力を、大人が関わりを通して最大限引き出す    

子ども・青少年は、誰もが自分の良さや可能性、それを自ら発揮できるという内在した力を持っていま
す。子ども・青少年の成長を長い目でとらえ、一人ひとりに応じた関わりの中でその力を最大限引き出す
ことが保護者をはじめとした大人の役割です。 
子ども自身を支援するだけでなく、子育てについての第一義的責任を有する保護者がそうした役割を果

たせるよう、保護者を支援することも重要です。 
 
◆ 育ちの連続性を大切にし、乳幼児期から青少年期に至る成長を長い目でとらえていく  

乳幼児期の育ちや学びは、人間形成・人格形成の基盤となるものです。その基盤は、日々の育ちの積み
重ねの中で培われていきます。日々連続する育ちが積み重なってこそ、人間としての基盤が形成されてい
きます。子ども・青少年の成長を連続して支えていくために、家庭、保育所、幼稚園、認定こども園、小
学校、中学校、高等学校、地域へと育ちの場所が変わっても、長い目、広い目で育ちをとらえ、一貫性の
ある支援や指導をしていくことが求められます。 

 
◆ 「子ども・青少年にとって」の視点を全ての市民が共有し、地域で子ども・青少年を育てる  

保護者や保育・教育をはじめ支援に関わる人だけでなく、全ての市民が未来を創る子ども・青少年に目
を向け、「子ども・青少年にとって」の視点で、彼らの育ちや学びをとらえ、自分にできることはないか
を考えることが、地域で子ども・青少年を育てることにつながります。 
横浜で生まれた子どもたちが、地域の温かい関わりの中で豊かに育ち、その育ちが、温かな地域・社会

をつくる原動力となるようなまち「よこはま」の実現を目指します。 
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(2) 計画推進のための基本的な視点  
「目指すべき姿」の実現に向けて、次の６つを基本的な視点として、施策・事業を組み立て、推進し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１ 「子ども・青少年にとって」の視点での支援 
子ども・青少年がそれぞれの持つ力を十分発揮するとともに、大人がその力を引き出し、社会全体で

子ども・青少年を育てていくため、全ての子ども・子育て施策において、子ども・青少年の視点に立っ
た施策・事業を展開します。 

２ 全ての子ども・青少年の支援 
子ども・青少年の健やかな育ちを等しく保障するため、一人ひとりの状況に応じたきめ細かな支援と

ともに、地域社会で成長する中で必要となる支援を誰もが受けられる環境を整えるため、全ての子ども・
青少年を対象とします。 

３ それぞれの成長段階に応じ、育ちの連続性を大切にする一貫した支援 
人が健全で幸福な成長発達を遂げるためには、各成長段階で達成しておかなければならない課題があ

り、次の成長段階にスムーズに移行するためにも、それぞれの成長段階で習得しておくべき課題がある
と言われています。 
子どもの育ちを支援していくために、子どもがそれぞれの成長段階に必要な体験を積み重ね、充実し

た日々を過ごすことができるようにするとともに、それぞれの成長段階に応じた育ちや学びが連続性を
持って積み重なるよう、子どもの育ちに関わる大人、関係機関、地域が連携し、支援の連続性・一貫性
を大切にしていきます。 

４ 子どもの内在する力を引き出す支援 
子ども・青少年には、自ら育とうとする力、生き方を切り拓いていこうとする力が内在しています。

一人ひとりが自分の良さや可能性を見つめ、自己肯定感を高めながら内在する力を自ら発揮することが
できるよう、大人が子どもに全幅の信頼を置き、その力を引き出していくという子ども・青少年への共
感のまなざしと関わりを大切にしていきます。 

５ 家庭の子育て力を高めるための支援 
子どもと関わり、育てることは、大人の生き方を豊かにしていくものです。そうした意識を醸成し、

子育て家庭が安心して楽しみながら子育てができるよう、妊娠、出産、子育てに対する保護者の不安や
負担を軽減するとともに、子どもと向き合い、成長を喜び合えるような家庭の子育て力を高めるための
支援を行います。 

６ 様々な担い手による社会全体での支援 ～自助・共助・公助～ 
家庭や行政だけでなく、地域、保育所、幼稚園、認定こども園、学校、企業など、社会におけるあら

ゆる担い手が、子ども・子育て支援や青少年育成を自らの課題としてとらえ、「自助・共助・公助」の考
え方を大切にしていきます。全ての子ども・青少年に豊かな育ちを保障するために、様々な立場でそれ
ぞれの役割を担いながら、社会全体で積極的に関わっていきます。 
様々な人たちが、課題認識から役割の自覚、具体的行動へと移行できるよう、子ども・子育て家庭と

のつながりづくりや、交流・活動への参加機会の確保、担い手を支える仕組みづくり、支援機関・支援
者の連携促進など、人材の発掘、育成にも一層注力していきます。 
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子ども・子育て支援における「自助・共助・公助」とは… 
 

日常生活の中で起こる様々な問題は、まず、自分や家族の努力によって解決し（自助）、自分や家族で

解決できない問題は、住民同士や関係機関・団体など、地域によって解決を図り（共助）、更に地域でも

解決できない問題や行政が担うべき問題は行政で解決する（公助）といった重層的な取組が必要です。 

子ども・子育て支援においても、父母その他の保護者が子育てについての第一義的責任を有する（自助）

という基本的認識の下に、地域、保育所、幼稚園、認定こども園、学校、企業など、社会におけるあらゆ

る担い手がそれぞれの役割を果たす（共助・公助）とともに、相互に協力していくことが必要です。 

全ての子ども・青少年に豊かな育ちを保障するために、様々な立場でそれぞれの役割を担いながら、社

会全体で積極的に関わっていきましょう。 

 

 

～社会全体で取り組む子ども・子育て支援～ 

自助 

自分や家族でできることを行う。 

自分の力を発揮できるようにする。 

共助 

地域や仲間同士でお互いに 

助け合いながら、できることを行う。 

公助 

個人や家族・地域等でできないことを 

公的機関が行う。 

協力 

協力 

協力 
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